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はしか き

工業の発達によって無機毒物や天然には存在しない有機化合

物が増加し，これらの大量利用によって，川の自浄作用をい

ちじるし<低め．生物を減少させている。この原因を的確に

追求することは困難な実情にあるが，現在の知識により生物

試験の結果から限界濃度を推定してこれを水産用水基準とし

ている。当場では従来から水産用水としての水質を的確に椎

定するため各種の薬剤等による生物試験を行なってきた。今

回更に合成洗剤。農薬等による淡水性魚類の生物試験を実施

してその結果を発表して，関係者の1卸参考に'供するものであ

ろ。

昭和４５年５月

東京都水産試臘i萸湯長松本太郎
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Ｉ緒一

近1時F都市河川に限らず全国の河川,湖･沼が産業の発展，生活の高度化に伴って一様に汚濁

されて利用価値が次第に低下し，魚介類のへい死事件が各地に起き水産と他産業間の紛争の原

因となっている。そこで問題解決の一助として当場ではかねてから薬品，洗剤等の限界濃度を

推道するための生物試験を行っており，既に調査研究要報５４号，４０号及び４９号を発表し

てきたが，今回は中性洗剤のうち細菌分解性のよい直鎖型アルキルベンゼン，スルホネート，

かんてつ駆除剤．シアン化物．デストzk銀ボルドー等について試験を行なった。なお本試験の

ために御協力を頂いた水元分場の方々や試薬を提供された日産化学株式会社，科研化学株式会

社CD御厚意に対し深く謝意を表するものである。

Ⅱ試験報告

第１合成洗剤主成分による生物試験

合成洗剤は優れた洗浄効果と経済性を備えており，その代表的なアルキルベンゼンスホン酸

ソーダ（ＡＢＳ）を主原料としたものの生産量が急増してくるにつれて河川の汚濁や公共用下

水処理を妨げ，公害問題として注目されてきた。これに対応して既に西独では法律により従来

のアルキルベンゼンスルホン酸ソーダ（ＡＢＳ）は製造lljI充共禁止しており、米国でも１９６５

圧なかばまで家庭用は全部公害を起す度合の少ない細菌分解性の良い型に転換しており．我が

国でも自発的な原料転換が行われつ△ある。以前から細菌分解され易い洗剤として石鹸，高級

アルコール等が普及していたが合成洗剤として細菌分解性の優れている直鎖型アルキルベンゼ

ンスルホネーＭｎＡＳ－ソフト型）の国塵化が実現し，漸く量産化されること』こなった。そ

の先陣をきっている日産コノコＫＫの試製品を日露化学ＫＫより提供を受けたので試験を実施

した。なお毒性を比較するためアルキルベンゼンスルホン酸ソーダ〔ＡＢＳ一ハード型）の生

物試験をも同時に実施した。

１．直鎖型アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）一一一二ツサンナルケンＮ－６００及び

アルキルベンゼンスルホン酸ソーダ（ＡＢＳ）にJくるコイの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験万法

ア供試剤

①直鎖型アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）

ニッサンナルケンＮ－６００，ＬＡＳ，有効成分鰻度４０筋，日露コノコＫＫ製造

ｎ－ｏｍＩｈ０ Ｚ７９６

４

９



ｎ－０２ｘＨ四１１．０％

ｎ－０ｎ２Ｈ面２５．０％

ｎ－０昭Ｈ罰４０．１％

ｎ－０Ｌ４Ｈ”２１．２％

②アルキルベンゼンスルホン酸ソーダ（ＡＢＳ）有伽分濃度６０．５妬，ライオン油脂
ＫＫ製造

Ｒ－Ｄｓｏ,Ｎ・
イ供試魚コイ，ＯＹＰｒｉｎｕｓ･ＣａｒＰｉｏ当才魚

体重２．５８±０．６８牙全長５，７±０，７ｍ

都内養魚場でふ化養殖した当才魚を輸送し本場内のコンクリート池、の生贄内

で投餌しながら数週間馴化したもののうちから元気なものを選んで試験前２日

間は餌止めして用いた。

ウ試験期間昭和４０年１０月６日～１０日

エ試験方法縦２０ｍz，横５５ｍ，深さ２４ｍの角型フレーム枠ガラス水槽を用い試

験水１２Ｚに対しそれぞれに１０尾ずつ収容した。

稀釈水は水道水を汲み置き，屋外に放置し更に通気を》行なって数日間充分曝気鰻使用し

た。試験中は溶存酸素の大巾な減少を防ぐため､試験水に過度のかく乱流が趨肋ﾐい程

の通気を行なった。稀釈水の分析値は次の通りであった。

ｒＨ ス２（比色管;安）

ＣＯＤ０，６４ＰＰｍ（高温アルカリ水浴変法）

ＮＨ４－ＮＯ″（ネースラー試薬比色法）

ＮＯ２－１１０．０５２〃（ｑＲ試薬比色法）

硬度（ｃａｏｏ）４ＺＯ〃（EDTA法）
３

試験終了時まで試験水の交換は行な才っず，j<温変動を防ぐため木製大型水槽（６０×

１８０×６０ｃｍ）に水を満たし．これに試験水槽を浸けて試験した。水温変化は18.65

±乱７５℃であった。

試験i震度は有効成分鍵度をもって表示し，試験撰度の決這は予備試験を行ない，大体の

濃度を決め．本試験ではＤｎｕｄｏｒｏ髄等の提唱する対数系列の溌度を適当に選び,２４

時間ＴＬｍ，４８時間ＴＬｍ，７２時間ＴＬｍを直線的補間法によって図解的に求めた｡

(2)試験経過及び結果
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ア試験経過

①直錯型アルキルペンゼンスルホネート，ニッサンナルケンＮ－６００の場合
＝Ｚ〕月ｈＥＴデメー坐､ZL占乱ＦＢ
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②アルキルペンゼンスルホン酸ソーダ，ＡＢＥｌの場合

］ｐＰｍｌ６１ｊ年rl4言ＩＩＬ」 Ｂ鴎 ８日弄雁

６

ﾄ､１
1時間陵頃からや▲元気がなくな()．５時間陵Jこ(）１尾がやふ斜めになって

水底で静止していた。

6時間１０分陵１尾がへい死し，更に８時間後１尾、 １８時間隣２尾，２４

有効成分濃度 観察記録

2.8ＰＰｍ

試験開始１時間礎から，やユ元気ｽﾞ〕E〈動作緩,漫となって来た。５時間後頃か

ら１尾1大表層に浮上し残りはロコ層から下層を淋泳していた。

7時間陵には表層に浮上していた１尾は頭部を上にして，水槽の壁際を立泳

していた。

8時間後になると１尾浮上し，２尾は頭部を下にした逆立状となって，淋泳

していた。この頃には粘液の分泌が見られた。

１１時間隣５尾へい死，１４時間歴４尾，１８時|糊陵１尾とへい死が続き，

浅(）２尾は水底に静止していた。

２２時悶磯１尾が水底で横転し，わずかに呼吸していた。２４時間目に１尾

､へい死が見られ，生残は１尾となったが，この １ 尾砿水底で静止したま

ﾖと心ご動かず，７２時間後讃で生残ったが，体色は黒変していた。

▲ 、

2」ろPPm

1時間隣頃からやム元気がなくなり，動|乍が綴,塵となった。

7廟凱麟２尾が表層を浮上していたが,その礎大きな変化なく，２４時|釘を

経ｺﾞ過し ９
４ 5時間磯では半数の魚が埣色の黒変をおこして狩り，１尾に粘液

の分泌が見られた。

４８時I飼後も同,穣の状態であったが，５４時間後に１尾がへい死して皿残る

9尾は７２時i飼於でも生残していた。

体色の黒変が４尾に認めらjrした。

１，６ＰＰｎ〕

1.2Ｐｒｍ

Ｏ､９Ｐ２Ｉｎ

いずｽﾞLも対照区と，(霞とんど差のない状態で試鹸試了した。

対照 全く変化が認められなかった。

有効成分膿度 観察記録
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この生残率より各時１首|のＴＬｍ値を対数グラフ上に図解的に推這すると図｜の如くなる

(5)考察

得られた生残率から対数グラフ上に直線的補間法によって図解的にＴ]､ｍ値を推定し更に

この数値からＤｏｕｄｏｒｏ迂等の式にjこって生物学的安全濃IRf，および嫌忌｛iiiを計算によっ

て求めると下記表の如き結果が得られた。
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１－〉濃度ＰＰｍ Ｏ９１２１６２ｌ３畑 ８７１１５１５５２１ｐ

単位ＰＰｍ

園Ｒ‘Ｅ〈霞

－６０

４８時間ＴＬｍｘＯ､５２４時間Ｔｍ）生物学的安全濃度＝（Ｓ－
Ｂ２ ４８時|罰ＴＬｍ

嫌忌量－４８時間ＴＬｍ×０.Ｉ

この結果によるとニッサンナルケンＮ－６００・ＬＡＳはＡＢＳの約１０倍の毒性を示している。

試験中魚体に現われた特徴としては，Ｎ－６００，ＡＢＳともに体色の黒変と粘液の分泌

が見られまた，平衡失調もおこした。しかし狂ほん‘苦もん状態を示すものはほとんど認

められなかった。

(4)要約

８

２４時間Ｔｍ ４８時間Ｔｴ｣I、 ７２時|罰Ｔｴ｣、 生物学的安全濃度 嫌忌量

Ｎ－６００ 2．４８ 2．４８ 2．４８ 0．７４４ 0．２４８

ＡＢＳ ２１．０ ＩＲ２ １８．６ 1．０９４ 1．９２



アコイに対してソフト型の直鎖型アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）であるニッサ

ンナルケンＮ－６００とハード型のアルキルベンゼンスルホン酸ソーダ（ＡＢＳ）の生物

試験を１８℃前陵の水温で行なった。

イ有効成分機度における２４時間ＴＬｍ，４８時Ｉｉｆ１ＴＬｍ，７２時間ＴＬｍを直線的補間

法によって推定し，さらに嫌忌量，生物学的安全鍵度を求めたところ、次の数値を得た。

訴追
夢積り房《霞

６Ｕ｛］
]､２４８

2．直鎖型アルキルベンゼンスルホネート〔ＬＡＳ）一一二シサンナルケンＮ－６００，Ｎ－５００
によるコイの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試剤

①直鎖型アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）

ニッサンナルケンＮ－５００，ＬＡＳ，有効成分磯度５０妬日塵コノコＫＫ製造

n-OuoHm '６％

ｎ－ＯｍＨ”５５．５％

ｎ－ｒＫ２Ｈ２５４５．５％

ｎ－Ｏ１３Ｈ２７ Ｚｒ1％

ｎ－Ｏ１４Ｈ２９ Ｚ５ｑ６

②直鎖型アルキルペンゼンスルホネート（ＬＡＳ）

＝ツサンナルケンＮ－６００，ｍＡＳ，有効成分濃度４０％日塵コノコＫＫ製造

ｎ－ＯＸｏＨ２， ２．７９６

ｎ－ＯｘｕＨ２３１１．０％

」

ｎ－Ｏｎ２Ｈ2５ ２５．０％

ｎ－Ｏｕ３Ｈ２７４０．１％

ｎ－０８４Ｈ２９２１．２％

供試魚コイＯｙＰｒｉｎｕｓＯａｒＰｉｏ当才魚

体重１．９５±０．４５ヲ全長５．２５±０．４５”

今春ふ化養殖q｡のものをi重搬し，本場内の生贄にて数週間馴化させたもののうち，

健康状態の良い，ほ旨同体型のものをえらんで用いた。

イ

，

_蛍什一pｐｍ

～

２４時間ＴＬｍ ４８時間Ｔｎｍ ７２時間Ｔｍ 生物学的安全濃度 嫌忌量

Ｎ－６００ 2．４８ 2．４８ 2．４８ 0．７４４ 0．２４８

ＡＢＳ ２１．０ １１２ １８．６ 1．０９４ 1．９２



馴化中は毎日投餌を行ない．試験前２日間は餌止めした。

ウ試験ﾀ鋤笥昭和４０年１１月９日～’２日

エ試験方法縦２０ｍ，横５５，２０深さ２４ｍの角型フレーム枠ガラス水槽を用い，試

験水１２必に対し，それぞれに１０尾ずつ収容した。

水温の調節については，適当な恒温槽が用意出来ないため，木製大型水槽（６０×１８０

×６０c7?z）に水を満たし,ヒーターを入)rしサーモスタットを取付けて恒温槽とし，こ加こ

試験水槽を浸げて，２２℃前後となる様にした。

試験中の水温は２２．５±１．２℃であった。稀釈水は本場内の池zkを1更用した。

この他水の分析結果は次の通りである。

単位：ｒＰｍ

(ＣＯＤが高いのはプランクトンに）
よる

硬'迂ｌＡＢｇＨ１Ｃ．Ｏ．Ｄ

試験中は溶存酸素の大巾な減少を防ぐため，試験水に過度のかく乱流が起らない程度の通

気を行なった。

試験終了暖（７２時|飼後）まで試験水の淀換は行なわなかった。

試験濃度は有効成分濃度をもって表示し，試験濃度の決起は予備試験を行なって大埣の濃

度を決め・本試験ではＤｏｕｄｏｒｏ斑等の提唱する対数系列の濃度を適当にえらび．２４

時閏，４８時臓１，７２時|罰の各ＴＬｍを直線的補|飼援によって図解的に求めた。

(2)試験経過及び結果

ア試験耀過

①ニッサンナルケンＮ－５００．ＬＡＳの場合

"万弐つ串

ｕ－ＰＴｎＩ△卜

ﾐﾉ雪刀ｎｂｑ。ｌ雷を1217:i氷しOtJI79

３１#手間６０分炭２這一ｌＵ エエ17可Ｙｆ司号、う厩

０－

■●

ﾄ’
|時間隣’７尾が表層に浮上し，５尾は鰯より粘液を分泌していた。

4時間後では全てが表層からロコ層に浮上し，７尾に黒変がみられた。

その燐表層から中層を勝泳し，横転して表層に浮上したものもみFうれたが９時間

後１尾 、 ’０時間暖２尾，１１時'濁慶５尾．更に１Ｍ号iF間５０分鱗１尾
０

、 １９時

ＰＨ ０．０。， ＮＨ ４ －１( ＮＯ ２ －Ｎ OＺ
ノ

硬度 ＡＢＳ

6.8 6．５５ 0．０６ ０．００７ ６４８．７ １０４．７ 0.’１

濃度 観察記録

Ｚ５ＰＰｍ １時間後７尾が表層に浮上し，５尾は 鯛より粘液を大量に分泌していた。

2時|凱凌，１尾へい死し，残るもののうち半数は体色が黒変したうえ粘液の分泌

が多くみられた。

3時間後１尾、４時間賎４尾，５時l濁後２尾，６時間農１尾と続いてへい死し７

噺笥俊には残る１尾もへい死し7ご゜



］分伝］分腸Ｉ犀

面ＺＨｙ－Ｊ四
瓜恒やｈ黒饗した。

ＪＰｍｌｌｕ篇
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少
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３尾カヨ霊雇

ＤＴＴ１Ｉ４Ｕ

」

ＢＨ寺鵬

｣召ｌ今

イ試験結果上記の結果および水槽内の変化を一括して表にまとめると，下表の如くな

()この生岳繊から２４時間，４８時|箇１，７２時間の各ＬＴｍを対数グラフ上で図解的に

推定すると図２の如くなる。

’一

｜’ 1罰５０分陵１尾とへい死が続き，２１時間５０分段では，残る２尾もへい死した

② ニッサンナルケンＮ－６００ 、 ｎＡＳの場合

4.2ｒＰｍ

２時間後では８尾が元気なく表層に浮上し，４時間陵５尾が体色やｈ黒変した。

その鱗大量な変化は示きず、 １４時間後に特に弱っていた１尾がへい死した。

残っていた９尾は‘７２時間農まで全く変らず経過した。

5.2ＰＰｍ 1時間磯１尾は表層に浮上し，元気なく勝泳していた。

このま凶の状態で，試験終了時まで大きな変化がなく経過した。

Ｚ４ｒＰｍ 対照と全く変りなく，７２時間磯まで総画した。

対照 全く蛮化なかった。

濃度 観察記録

5.7ＰＰｍ

Ｉ時|閻j濃全てが表層に浮上し‘２時間磯１尾が横転して浮上し，２尾(こ体色の

黒変がみられた。より粘液の分泌が認めら才した。

5時間陵｜尾 、 ４時|飼膜５尾，５時間膜１尾

い死が続き、残る１尾も 、

、 ７時間鶴５尾，８時間後１尾とへ

［０時間隣にはへい死した。

2.8ＰＰｍ ｊｒＬ ０

5時間僕，９尾は表層に浮上し,体色の黒変もみらｵしだ。粘液の分泌も認妙ら

４時闘隣１尾がへい死した。

更に７時腱il陵１尾，９時|罰農５尾 ■ １１時闘鱗１尾 、 １２時|聞磯１尾とへい死が

みられた。残る５尾は，（４時｢圏]騰までは生残していたが，１８時I筒l後iこはへい

死した。

2IＰＰｚｎ

1時間陵，８尾が表層に浮上し，元気転<勝泳していた。

4時間陵，２尾に鯛より粘液の分泌力埆られ．５時間後では体色の黒変したもの

が６尾となった。そCD蕊大きな変化もなかったが，１１時尚巌１尾がへい死した。

更に’８時間５０分後、１尾がへい死して，残る８尾は７２時間騰寵で変化なく

経過した。

155ｒＰｍ 4時間後２尾が表層に浮上したが，このま凸の.bIt態で７２時間陵まで経過した (：｡

対照 全く変化なかった。
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生残率から求めたＴＬｍはニッサンナルケンＮ－５００，Ｎ－６００とも次表の如くなる。

２４時|瀞 単位ｒＰｍ

４７７

更にこのＴＬｍより，嫌忌量，生物学的安全濃度を計算によって求めると次表の如くなる。

単位ＰＰｍ
Ｂ－

安全濃度 嫌忌量－４８時間ＴＬｍ×Ｕｌ

４８時間Ｔｍ×０．１
安全濃度＝ ２４時間T聖L)＿〔Ｓ－４８時間ＴＬｍ

４７７
Ｂ２

１６９９６OＬ

上記の表から，ニッサンナルケンＮ－５００はニッサンナルケンＮ－６００より約半分の

毒性であるといえる。

また試験中の魚体に現われた特徴を記すと，Ｎ－６００．Ｎ－５００のいずれも鯛よい

粘液の異常分泌がみられ，体色の黒変が認められた。

へい死したもののは暗赤白色を呈していた。高濃度のものはほとんどが平衡失調を起し

てへい死した。狂奔，苦もん状態を示すものは．ほとんど認められなかった。

(4)要約

アコイに対して直鎖型アルキルベンゼンスルホネート（ＬＡＳ）ニッサンナルケンＮ－

５００，二ツサンナルケンＮ－６００を用い，２２℃前俊の水温で，生物試験を行なった。

イ２４時間，４８時間，７２時間の各ＴＬｍを求めたところ，次の様になった。

単位ＰＰｍ

」
５Ｕ

ウＴＬｍから計算によって，嫌忌量，生物学的安全濃度を求めたところ次の様になった。

単位ＰＰｍ

５Ｕ｛］

第２シアン化物による生物試験

１．シアン化カリによるモツゴの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験万般

ア供試剤ＫＯＮ分子量６５．１ ９

５－

Ｐ
』

嫌忌量 安全濃度

Ｎ－５００ 0．４７７ 1．４５１

Ｎ－６００ ０．２５５ 0．６９９

嫌忌量 安全濃度

Ｎ－５００ 0．４７７ 1．４５１

Ｎ－６００ ’０．２５５ 0．６９９

２４時間Ｔ工｣、 ４８噺謝ＴＬｍ ７２時間Ｔエ｣、

Ｎ－５００ 4．７７ 4．７７ 4．７７

Ｎ－６００ 2．５５ 2．５５ １２．３５

２４時樹ＴＬｌｎ ４８時|剛Ｔｍ、 ７２時I謝Ｔｎｍ

Ｎ－５００ 4．７７ 4．７７ 4．７７

Ｎ－６００ 2．５５ 2．５５ 2．５５



ィ供試魚モッゴＰｓｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａＰａｒｖａ

平均体重２．６６１（最大５．５１最小２．２’）

平均全長スｌ５ｃ７７ｚ（〃Ｚ７ｍＵ〃６．６ｃｍ）

ウ試験期間昭和４０年５月｛５日～１５日

エ試験ファ俵縦５５α"，横２０ｍ，深さ２４６７７２の角型ガラス２k槽に試験水ｌ２ｚを入れ

それぞれ１０尾ずつ収容した。

致死濃度の決定はＤｏｕｄｒｏ髄等提唱する方法に従って直線的補間法によって，２４時

間ＴＬｍ，４８時ＩＭｉＴＬｍｌ道を求めた。

試験水には水道水を汲みおき，屋外で曝気したものを|吏用した。試験中は通気を行なわず．

２４時間，４８時|飼毎に溶存酸素の竃量を行なった。

試験ロコの水温変化は１８．５±５．５℃であり,ＰＨ変化はＺＯ５±０．５５で開っだ。

なお試験水の分析値は次の通りであった。濃度は総量でJRらわしだ。

ＰＨ Ｚ２

lＤ８ＰＰｍＣＯＤ

ＮＨ４－Ｎ Ｏ

ＮＯワーＩＪ Ｏ

全硬度（ＯａＣＯ３）５０７５ＰＰｍ

ｓｏ４ １６．５２ＰＰｍ

(2)試験経過及び結果

ア試験綴過

Ｂｐや のＢ§、Ｉ［１１毛シを素pFj宙
膵泳しけ\F1;iTD肥

唱画『Ｚｒと舌

IjH

８時｢剛目 氾

。

煉iﾗＫＬＤＬＩ守りＴﾉ又鳳塗:1車F敵

評a、

４－

１．５５ＰＰｍ

約５０分農にﾙ土，半数が鼻上げ伏して，表層を瀞泳し，時折反転運動を行

なった。（時樹半践では[辱折狂奔し，水面から体を半分程つき出して ，
水

鍵度 観察記録

1.8Ｐｒｍ

開始５０分鱗に半数が横転し，他は表層を鼻上げ状に瀧泳していた。

その銭１０尾とも垂直に直立して，表層～中層を漉泳し時折，狂ほん、旋回

反転など苦もん状態を示した。

5時間暖に２鴎

i凱鰭にＩ１君 ■

Ｂ ６時Ｉ飼賎に｜尾

１０時|司段に１尾 0

、 ７時間磯に２尾 ０ ８１痔１首|磯に２尾 、 ９時

１１痔間残には残る１尾もへい死して生残

魚は０となった。７～８時間目頃から，ひｽﾞLの基部，肛門などに充血がみら

ｵLだ ｡

０



域から．逃げ出す様な動作を示した。

２時間渡では全てが，横騒し，４時間鰻１尾，７時間鱗２尾，８時間炭１尾

９時間後１尾，１０時間陵１尾、１２時間後１尾，１５時閲陵｛尾と続いて

へい死し，更に１８時間稜には残る２尾もへい死していた。

５０分後半数が表層に浮上し，（時間半援には１尾が狂奔していた。

４時間磯４尾が横転し，５時間隣には，１尾，６時間鰻１尾９時|趨俊２尾'

１１時間渡１尾１１２時｢爾後１尾とへい死し，更にＩ５ｉ等間羨１尾，［８時

Itji礎では１尾とへい死が見られた。

１
１
１

１.ＯＰＰ、

残る２尾は常態のま）底層に静止ｂ時折，滋泳するのみであった｡これはそ

の儀，４８時間まで，このまユの状態で継続した。 ↓

Ｑ５６ＰＰｍ

Ｏ４２〃

０．５２〃

０．２４〃

対照

いずれも目立った変化を示きずlこ，４８時間髄まで紐過した。
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この生残率より各時間のＴ辺、値を対数グラフ上に図解的に推定すると

図５の如くなる。

(5)考察

得られた生残率から

対数グラフ上に直線的
生

補間法によって図解的
残

に，２４時間Ｔｍ、，

率
４８時間Ｔｎｍを求め

妬
更に嫌忌量，生物学的

安全濃度を求めると次

表の如くなる。

２４時間
４８時間

）ＫＣＮ

ｃ－ｅ－ｃ１０

９

８

７

６

５

41,

３

２

１

０
Ｏ２４０３２０４２０５６０．７５１０１３５１８

→濃度ＰＰｍ

図５

単位Ｐｒｍ

]・ＦＩＲ188 Lｌ２６ 【1０８８

更にこの数値をＯＮに換算すると次の通りで温る｡

単位ＰＰｍヨ１１．１」１１」

０５５４ Lｊ５ｈＡ

試験中魚体上に為られた変化としてはｐ１８ＰＰｍ濃度区において，ひれ基部，肛門など

に内出血による充血が見られた。

ｔＯＰＰｍ以上の試験区において，平衡失調が見られた。

［６－

２４時間Ｔｎｍ ４８時間Ｔｎｍ 安全濃度 嫌忌

0．８８５ 0．８８５ 0．２６５５ ００８８５

２４時間ＴＬｍ ４８時間Ｔｎｍ 安全擬度 嫌忌

０５５４ 0．５５４ ０．１０６２ 0．０５５４



(4)要約

アモツゴに対してシーアン化カリによる生物試験を行なった。

イ２４８寺間ＴＬｍ，４８時間Ｔｎｍを直線的補間法により推定し，さらに嫌忌量，生物学

的安全濃度を求め，更にＯＮ′に換算し次の結果を得た

単位ＰＰｍ童臘度ｌ蝿

０．２６５５

０．１０６２

２．シアン酸カリによるモップの致死濃度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試剤ＫＯＮｏ分子量８１．１１９

ィ供試魚モツゴＰＳｅｕｄｏｒａｓｂｏｒａＰａｒｖａ

平均体重５．５５牙（最大4.1テ最小３．１１）

平均全長Ｚ５７ｃ７７ｚ（〃７L9cﾂﾌ，〃スOc77z）

ウ試験期間昭和４０年５月１９日～２２日

エ試験方法

ＫＣＮによる致死濃度試験と全く同様の方法で行なった。

試験水は水道水を汲みおき，屋外で通気を行ないながら充分曝気して使用した。

試験水の分析結果は次の通りである。

ＰＨ Ｚ４ 試験中の水温変化２１．７±５．５℃

ｏｏＤｔＯ８Ｐｐｍ〃ＰＨ変化８．６～６．８

ＮＨ４－ＮＯ〃

ＮＯワーＮ Ｏ〃・

硬度：５０．７５ＰＰｍ

(2)試験綴固及び結果

ア試験経過

.」

ＪＰＰｍｌ８時間目宮 ｿ時間後では５尾現

」時間伝

リ

７－

rｌ
８時間目までは異常を認められなかったが，９時間後では５尾が水底で横

転していた。１０時間後に１尾がへい死し‘川時|笥陵では－稜に７尾がへ

い死し，１２時間後にも１尾がへい死して，生残は｜尾となった。

この１尾は（２時間鰻頃から体色黒変し，１６時間膜仁へい死した。

２４時間Ｔｎｍ ４８時間ＴＬｍ 安全濃度 嫌忌量

ＫＣＮ ０．８８５ 0．８８５ 0．２６５５ 0．０８８５

ＣＷ 0．５５４ ０．５５４ 0．１０６２ 0．０５５４

濃度 観察記録



６ＵＰＰｎｎ ｕ時間優／尾が横瞳し鴎Eu歴Ｉｅｌ廃

麦１尾【ひわ

４ＺＯＰＰｍｌ， Jlj弄惜 即でf１日」豚
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4LL王lfH83iAワ屋
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OｆＤ

可Ｅ〃

塵と＿１９ 牙で千Ｉ園

丘ﾖﾙ十床受号ロ

ＪＴＴ１

白調

ソ氏孚脂 ］１１二|観召Ｕ分携､lご津

－’８－

｢]
１２時｢劃後Iこ（尾が横転してzk底Iこ沈んでいた。１５時倒後には２尾が横

転していたがH;lFDfけいれんが見られた。

［６時間陵に１尾

死した｡

０ １９時|司鶴に１尾 、 ２０時I罰５０分後に更に１尾がへい

残る７尾は体色が黒変し１尾は，表層を鼻上げ状に勝泳していた。

５６０Ｐｒｍ ８時間後に１尾虞転していた。１０時間陵７尾が横転し時折(ナい】rしん，狂

奔などの状態を示していた。１１時間後１尾へい死，１２時,笥瞬こ５尾．’５

時Ｉｔｉ１陵に５尾

となった 。

０ １５時間後に２尾 ０ １６時間磯に１尾とへい死し，生残し土０

４２０ＰＰｍ ９１痔間陵に１尾が横転し，１０時間鰻に５尾 ０ １１時1笥陵に４尾

間陵iこ２尾，［５時間磯に!i残る１尾もへい死した。

０ 【２時

５２０ＰＥｍ 9時間陵に｛尾が償`魅して底に沈んだ。

’１時間巌には２尾，１２時|罰瞬こは更に５尾がへい死した。この頃より体

色が黒変したものが出現した。１４時間陵に１尾 、 １５時間陵に２尾 ● １６

蹄町陵に１尾とへい死が続き，残る１尾は，表層に鼻上げ伏して浮上し陣色

も黒変していた。この１塁は２０時間５０分陵にはへい死した。

２４０ＰＥＸ、

Ｉ８０ＰＰｘｎ

１０時闘瀧では｜尾が表層を鼻上げ状態で滋泳して溝(）１１時間膜Iこへぃ

死した。１２時間俵１尾 、 １５時間膜に２尾,１４時間陵２尾と続いてへい

ﾀ区が算`られ残６４尾は黒変し演転したものが５尾で諾っだ。その後大遂な変

化は見られなかったが．１９蹄罰後に２尾

にへい死した。

０ ２０時間５０分険には１尾が更

残る１尾は横転して水底に沈んでいたが，２５時間濃iこはへい死した。

’０時間炭に｜尾が水底に麟転していた。１３時間陵に｜尾が表層を腹

を上にして漉泳，２尾は鼻上げ状に表層を漉泳し，７尾は体色黒変していた

が０ 正常態のまム水底に静止していた。

１４時間陵に１尾 、 １５時間後に５尾．’９時間瞳では１尾 ０ ２０時|題５０

分俊では５尾と続いてへい死して，残る２尾のうち｜尾は蹟転して水底に沈

んでいた ◎

この２尾壮２４時間陵でも同様な状態で経過したが５４時|劃饒に１尾．４５

蝋鬮麟に１尾がへい死した。



２‘時悶慶では１尾が横転していたが７尾が生残していた。その後，時折狂

ばん，反転等の激しい動作を繰返しながら経過し，５０時間農に１尾，４４

り，４８時間目噺飼籏１尾，４６時間鱗１尾と続いて，へい死が詣

が水底に静止している状態で生残っていた。

では４尾

開始磯，１１時間後までは，大きな変化も示さず，水底に静止している状

態で経過したが，１５時間農では４尾都噴転していた。

２０時間陵頃から平衡失調の回復が見られ，横転するものが見られず．表層

を鼻上げ状に勝泳するものが出現した。

２４１存聞儀では１０尾が生残していたが，特に１尾は弱っていた。この，尾

は２５時間礎lこへい死した。残る９尾は鼻上げ『鐵転などの状態をとりなが

ら，４８時間後も生残っていた。

(O０ＰＰｍ

－－－Ｓ～－－－■－－－－－－－－－－－￣－－－－s￣￣－－－－－－￣←●￣￣￣■ロ‐

前濃度と同様，１１時間燐までは変化が晃ら;１Ｍﾐかつだが１５時|観儀１尾

が債転した。この１尾も２０時間陵では平衡失調からの回復がみらｵL，反対

に鼻上げ状態のものが出現した。この様な｣伏態のまふ２４時i劇経過したが,

４６時間巌には１尾が垂直状態で甲層を浮瀧していたが､４８時間陵でも，

このまＭ､状態で経過した。

７５Ｐｐｍ

畷
１
１
可

全く変化竃<，７２{辱｢剛の終了}時まで経過した。対 照
■■-､－－－－－－－－－￣

イ試験結果

司二i蟇イミ:雪i蟇

句
」

41.

零KＦ言１

１
Ｊ

ヨｌ４１Ｄ

ゴ
ー
、

8.6７５０ 8.5

一
一
一
一
－
０
０
８
８
８

●
■
●

Ｚ
Ｚ
６
６
６

９
０
０
９
１

－
一
一
一
一
ａ
ｔ
（
△
ｔ
１

ｐ
●
●
の

２
ワ
』
２
２
２

１
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ

９
７
７
４
６
６
６
７
１
６

０
１
１
５
２
２
２
７
６
２

２
２
Ｒ
ａ
２
９
ａ
ｓ
８
９

１
Ｊ

&

8.48.2５６０

8０
－(８．５４２０

8.2５２０ 8.5

8.0２４０ 8.4

￣

/､８8.5
ｌｌ
Ｌ－ヨ

１１８０

１８．４ Ｚ４ ７１７０ ９１幻ＺＲ
Ｊ、.'

ス６００ '５ ６５l１０ＵｌｚＣ ソ［

Ｚ６７５ ６ｙｌｌＯＵ１２００１６２５

1塁LLli4 714 ９１１００ ］

-ⅡcC

９



ＫＯＮＯ ⑧----。２４時間

×－－－ペ４８時漬
……………………･…･…･……･ｅ－－Ｏ･…(…….．…，｡……･………………

、

、、、、
Ｐ
●
▲
の
Ｃ
Ｇ

生

９０

残
率
妬 BＵ

１
１

，
Ｉ
Ｌ

●。①■■。ｃ●￣ＣＱ●●●●･・●~●.●●｡●●●p●●●●□●●●｡●｡●●０①。｡●●｡｡● 7

00.●●･も●･･勺。夕･●．・・0.●･●Ｐ■守・●･eDOb･･･

Ｉ
１゜

！
７５１００１３５１８０２側３２０４２０５６０７５０濃度一〉ＰＰｍ

図４

(5)考察

得られた生残率から２４時間ＴＬｍ４８時ＩｉｆｌＴＬｍを直線的補間法によって図４の如く求

め更に嫌忌量，生物学的安全膿度を求めると次表の如くなる。

4時【司ＴＬｍｌ４８時1勘ＴＬｍｌ癖 単･位ＰＰｍ

。．Ｃ

更に，これをＫＯＮＯの中のＯＮＯ'に換算すると次の通()で温る。

安全圏 単位ＰＰｍ

６，．／ｄ１６．，／８

試験中魚体に現われた特徴としては，Ｉ５５ＰＰｍ以上の試験区において体色の黒変がみら

れた。また’全ての試験区において平衡失調をおこし，１００ｐｐｍ以FFでは平衡失調からの

－２０－

２４時間ＴＬｍ

ｌ５２

２４時Ｉ湖ＴＬｍ ４８時間Ｔ]二｣I、 嫌忌量 安全濃度

７８．７５ ６５．７８ 6．５７８ １５．７７９

４８時1罰ＴＬｍ 嫌忌量 安全濃度

１２７ ’２．７ ２６．６



回復がみられた。

(4)要約

アモッゴに対してシーアン酸カリによる生物試験を行なった。

イ２４時間ＴＬｍ，４８時間ＴＬｍを直線的補間法により推竃し,さらに嫌忌量，生物学

的安全濃度を求め，更にこの値をＯＮＯに換算し次の結果を得た。

単位ＰＰｍ
●

41Ｊ弄閻ｍＴｌｍｌ４Ｕ鴎

第５農薬による生物試験

最近各種の農薬の便用量が急増し各地で魚介類に対する被害が多くなっている。農薬の使

用が魚介類に与える影響にはその毒性による直接的影響と,魚介類の餌科となる水棲小動物

を死減させる等の間接的影響的なものまである。当場では直接的影響を調査するため，殺菌

剤として撒布用に多量に使用されている銅系殺菌剤,これに有機水銀を加えた銅水銀剤と，

病源住細菌に有効なストレプトマイシーンの試製品を科研化学より提供を受け試験を実施した。

［－【デストポルドーによるコイの致死嬢度試験

('）試験材料及び試験方伝

ア供試剤デストポルト゛－成分ジヒドロデスオキシ･ストレプトマイシン５妬

塩基性硫酸銅（Ｃｕとして）２０妬

イ供試魚コイＯｙＰｒｉｎｕｓｃａｒＰｉｏ当才魚

体長範囲４．４cﾌ,z～４．８ｍ平均体長～４．５６ｍ

体重範囲２．０？～5.2'’平均体重２．４１,

都内養魚場より今春ふ化養殖した当才魚を本場に輸送しコンクリート飼育池

の生管内で投餌しながら数週間馴化したものの中から元気なものを選び，２

～５日餌止めして用いた。

ウ試験期間昭和４１圧４月２０日～２５日

エ試験方法縦５０，横４５ｍr，深５０cmの角型ステンレスフレーム枠ガラス水槽を用

い、試験水１ｏｚに対し，それぞれ１０尾ずつ収容した。

デストポルト．-を加える際には閼らかじめ予備試験を行なって，大体の濃度を決め，本試

験では２４時間ＴＬｍ値を求めることに主眼をおき，Ｄｏｕｄｏｒｏ歪至等の提唱する対数系

列の濃度を選んで行なっ7と。また対照区として稀釈水のみの試験区をもうけた。

｡

ク

－２１－

２４時間ＴＬｍ ４８時間ＴＬｍ 嫌忌量 安全濃度

ＫＯＮＯ １５２ １２７ １２７ ２６．６’

ＯＮＯ
メ ７８．７５ ６５．７８ 6．５７８ (5．７７９



稀釈水は水道水を汲み置き屋外に放置し更に通気を行なって充分曝気して使用した。

試験中は溶存酸素の減少を防ぐため適度の通気を行ない，試験終了時まで試験水の交換は

行なわなかった。稀釈水の硬度は４ＲＯＰＰｍであった。

試験濃度はデストマイジンの濃度をもって表示した。

(2)試験経過及び結果

ア試験経過

●

始Ｚ８時間陵まで普通の状態で〃 ユヒ陰

－２２－

１．５５ＰＰｍ 開始２８時間陵まで普通の状態で淋泳していた。４４時[剖後５尾へい死し

濃度 観察記録

8.7ＰＰｍ

開始隣１１時間目１尾へい死し，１尾底に横臥し，１尾は表層に横転浮上

していた。２０時間磯１尾へい死,１尾が横転浮上し､１尾は表層で時々反

転iii冒泳をくり返えしだ。２４時間後５尾へい死して生残は５尾となった。

２８時間陵２尾死んで生残は１尾と左った゜４４時間後生残０で調った。

6.5:PＰｍ

開始５時間俊，全ての魚の体表面に青いボルト・-液の粘着基し<，５時間

鰻｜尾鏡転浮上した。１１時間後１尾は表層に浮上してへい死し，１尾は水

底仁へい死していた。２０時,笥陵２尾横転浮上し僅かに口吻を動かしていた

が２４時1鬮磯そのうちの１尾へい死して生残６尾となった。

２８時間後５尾へい死し，生残は５尾となったが４４時臆1磯はこの５尾もへ

い死し，生残I)は０であった。

4.9Ｐｒｍ

開始５時間賎魚体表面に青くボルドー液粘着し，２０時間陵緩`慢な動|乍で

勝泳していた。４４時間陵８尾がへい死し定。４８時間麟生残の２尾も腹部

を上にして表層に浮上し，緩`漫に口吻を動かしている状態であった。

5.7ＰＰｍ

試験開始５時間後ボルト゛-液魚体表面に粘着し，４時|飼俊１尾横転浮上し

５時間目にこの１尾はへい死した。２４時1飼俊１尾へい死し生残は８尾とな

った。２８時間陵２尾へい死し生残は６尾となったが，そのうちの５尾は時

々呼吸を<()返えしている状態に詣っ正。４４時間鱗は生残は１尾のみ（２）状

1鱈となった。４８時|濁後この１塁もへい死した庵

2.8ＰＰｍ ２８時間農２尾へい苑し 、 生残は８尾であったが，そのうちの｜尾は表層

に浮上反転を〈()返していた。４８時間陵生残は１尾のみであった。

2.ＩＰＰ、 開始４時l剴鰻ボルト．－液，魚体表面に粘着していた。４８時間陵１尾へい

死し､４８時間陵生残は５尾で,そのう病の２尾の癖泳動作は緩慢であった。

1尾は底に偶I立し、
⑰￣

吻をゆるやかに動かす状態であった。



８時間暖２尾

イ試験結果

験開始照
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デストポルド－ ０－０２４時間ｘ－－－ｘ４８時間(5)考察

上記の生残率から

２４時間ＴＬｍｐ４８

時間ＴＬｍを直線的

補間法によって図解

的に推定すると図５

及び次表の如き値を

得た。
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(4)要約

アコイに対してデ

スト領ルドーによ

る生物試験を行な
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つだ｡

イ２４時間ＴＬｍ

を図解的に推宅し
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｜’ ４８時間後２尾へい死し５尾生残し7と。
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２４時間ＴＬｍ
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対照 全く変化次ぐ試験終了した。



次の結果を得た。

４上辱間ｍＴ１ＴＹ１

１－２デストポルドーによるコイの致死嬢度試験

('）試験材料及び試験方法

ア供試剤デストポルト．－成分ジヒドロデスオキシストレプトマインン５妬

塩基性硫酸銅（Ｃｕとして）２０９６

ィ供試魚コイＯｙＰｒｉｎｕｓｃａｒＰｉｏ当才魚

体長範匪１５．５０ｍT～５．６０ｍ平均体長５．４５α刀

体重範囲１．９５１～２．２０１平均体重２．０６,

都内養魚場より今春ふ化した当才魚をコンクリート飼育池の生管内で投餌し

ながら数週間馴化したものの中から元気なものを選び２～５日餌止めして用

いた｡

ウ試験期間昭和４１年５月６日～５Ｈ７日

エ試慮紡俵本試験は前回試験より精度温るＴＬｍ値を求めることを目的として試験i濃

度をｌ０ＤＰＰｍ～4.5ＰＰｍの段階に細かくとり試験を実施した。

試験中は通気を行ない．試験終了時まで試験水の交換は行なわなかった。

試験水槽，収容尾数，試験水量前回と同様である。

稀釈水の硬度６Ｚ８ＰＰｍＯＯＤＯ１０ＰＰｍ

(2)試験経過及び結果

ア試験経過

－２４－

｜z=PＰｍｌ

|隈度’観察記録

２４時間ＴＬｍ

１０.ＯＰＰ、 開始俵４時間目緩慢な瀞泳を続ける。８時間農１尾へい死し，２４時間隣

生残(）４尾となった。

8,7ＰＰｍ 開始４時間後魚体表面に青くボルドー液附着して動作が不活溌になった。

２４時間陵生残魚は５尾であった。

Z５ＰＰｍ 開始髄４時間目 Ｂ 魚体表面に青く粘液附着し１尾へい死していた。

２４時間陵の生残りは４尾であった。

6.5ＰＰｍ 開始後２４時間目の生残りは９尾であった。

5.6ＰＰｍ 開始農２４時間目生残I)は１０尾であった。



4.9ＰＰｍｌ開始傍２４時間日の牛残魚は６

沼Ｉ言ずl齢

イ試験結果
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ll
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＝ヨ

（５）考察

上記の結果から生残率を半

対数グラフ上にとり，２４時

間Ｔｎｍを図解的に推遁する

と図６及び次表の如くなる。
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(4)要約

アコイに対してデストポル

ドーによる生物試験を行な
⑨：④

つだ。

ィ２４時間ＴＬｍを図解的

に推定し次の結果を得た。

『
０
－
１
１
Ｊ

2．デスト水銀ボルドーによる

図６

4.9ＰＰｍ 開始陵２４時間目の生残魚は６尾であった。
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２４時間ＴＬｍ

Z５ＰＰｍ

4.5ＰＰｍ 開始磯２４時間目の生残魚は７尾であった。

対照 試験終了まで全く変化が認められなかったい



コイの致死濃度試験

(1)試験材料及び試験方法

ア供試剤デスト水銀ボルドー成分ジヒドロデスオキシストレプトマイシン１０％

塩基性硫酸銅（Ｃｕとして）５５％

酢酸フエニル水銀（Ｈ牙として）０．４５妬

ィ供試魚コイＯｙＰｒｉｎｕｓｃａｒＰｉｏ当才魚

体長範囲４．４ｍ～４．８ｍ平均体長４．５６“

体重範囲２０デー５．２１平均体重２．４１,

都内養魚場より今春ふ化養殖した当才魚をコンクリート飼育池の生費内で投

餌して数週間馴化した鱗２，５日餌止めして用いた。

ウ試験期間昭和４１崖４月２５日～２８日

エ試験方法縦５０とれ，横４５轍，深５０，２のガラス水槽を用い，１ｏｚの試験水に対

し，それぞれコイを１０尾ずつ収容した。デスト水鈑,'ミルドーを加える際は予備試験を行

ない大体の鍵Ｉ菱を決め，次に対数系列の礎Ｉ蕊を選んで本試験を行なった。寵た対照区とし

て稀釈水のみの試験区をもうけた。試験中は適度の通気を行ない，試験水の交換は行なわ

なかった。稀釈水の硬度４９ＬＯＰＰｍ試験濃度はデストマイシーンの濃度をもって表示した。

(2)試験経過及び結果

ア試験経過

。６時間目禍間杉ｇＰｍｌ開飴勝４ｔl寺｢Ljlに

４Ｈ晋

J､８／ｐｐｍ 汁%Ⅸｌ－ｒ圏 ５時臆|目右尼変４口守同Ｅ /】刀ユ卍

］寺{t５１月隼残魚は６犀 藍函弓ニラ辺

辱{観日生残１尾‘４８時間目全屑コノリノム、、71

ｏ８ＨＯＤＰＰｍｌｌ笄1蛇

４時1酎眉

、
１
Ｊ

－２６－

０．６５ＰＰｍ 開始鰻４時間目体表面から粘液を少を分泌していた。８時閲目鼻上げを起

し，２４時間目生残魚は１０尾で編っだが，う信５尾は活力なくガラス棒で

濃度 観察記録

１．５５ＰＰＩ、 開始直後活溌にはねるものが多く，４時間目粘液多く分泌し鼻上げしてい

た。８時l剛目も鼻上げ狂ぼんするものが多く，１尾へい死した。

１０時1劃目へい死５尾，生残魚は６尾となった。２４時間目生残魚は０で昴

つだ ｡

１．１５ＰＰｍ 開始陵４時間目粘液多く分泌して鼻上げした。８時間目も|司様の状態であ

っだ。２４時間賎の生残魚は１尾となり２７時間後生残魚、とｉｆｒつだ ○

０．８７ＰＰｍ 開始陵４時間目粘液少々分泌して鼻上げするものがあった。８時間目も同

様の状態で閉った。２４時(ifl目生残魚は６尾でそのうち２尾は表層横転浮上

し活力なくtj字泳していた。２７時I濁目生残１尾，４８時間目全部へい死した。



iilhに触れても反応が少なかった。５１時間目生残６尾，４８時間全部へい死

した。

０．４９ＥＰＩ、 開始暖４時間目糊夜僅かに分泌していた。２４時間目生残魚は１０尾であ

ったがそのうお２尾は活気がなく緩慢な動作をしていた。２７時間目へぃ死

1尾で生残魚９尾となった。５０時間目生残８尾，５１時間目１尾へい死，

５２時間目生残魚は６尾となった。４８時間目の生残魚は１尾で温った。

J１

二ljijjLf;fLi芸:iijiiLlilLiilLrllJ
１０尾でそのうち１尾

8時間後生残魚１尾と

8尾，４８時間目生残

対照｜開始鱗４８時間目まで異常なく試験終了した。

イ試験結果
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(5)考察

上記の結果からそれぞれの生残率を半対数グラフ上にとり，２４時|濁ＴＬｍを図解的に椎

竃すると図７及び次表の如くなる。
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．｡－－－－⑪．２４時間

デスト水銀ボルドー
×－．－．＝４８時間

生
残
率
紹

Ｄ－－Ｑ－－－Ｏ－Ｃ

Ｍ］

BＵ

４０

］

ＯｌＯ２８０８７０ｄＧＯ６５０Ｂ７Ｌ１５１５５

→濃度ＰＰｍ
図７

(4)要

アコ

イ２

約

コイに対してデスト水銀ボルト．－による生物試験を行なった。

２４時間Ｔｍを図解的に推定し次の結果を得た

｡.９５ＰＰＩＴ

５．デストマイシンZk和剤によるコイの致死１９s度試験

（１）試験材料及び試験方法

ア供試剤デストマイシン水和剤成分ジヒト･ロデスオキンスト

ィ供試魚コイＯｙＰｒｉｎｕＢｃａｒＰｉｏ当才魚

レプトマイシン［５妬

－２８－

２４時間Ｔエ｣、

０．９５ＰＰｍ



平均体長４．７２c77z平均体重２５６『

都内養魚場より今春ふ化した当才魚をコンクリート飼育池の生賛内で投餌し

て数週間馴化した磯５日間餌止めして使用した。

ウ試験期間昭和４１年５月５１日～６月２日

エ試験方法縦５０c7,z，横４５ｃｍ深５０Cwzの角型ステンレス枠ガラス水槽を用いＩ０

１の試験水に対しそれぞれコイを１０尾ずつ収容した。

デストマインンを加える際は予備試験を行なって１０．０００ｒＰｍでも安全なことが判明した

ので試験濃度段階を５０．０００ＰＰｍ，Ｉ００００ＰＰｍ，５．０００ＰＰｍとし対照区として稀釈水の

みの試験区をもうけた。

試験中は通気を行ない，試験終了時まで試験水の交換は行なわなかった。・

稀釈水は水道水を汲み置き１０日以上通気を行なって充分曝気した礎使用した。

試験擬度はデストマイシンの臘度をもって表示した。

試験中の水質状況は次の通りであった。

；

[」

4.9へ‐２０．８

3－８

Ｒ八A

(2)試験経過及び結果

ア試験経過
■

。’卍

ﾖﾌﾟﾌ会､△月

今４８卜

Ｒ
Ｌ｣

イ試験結果

-２９－

濃度

50ＤＯＯＰＰｍ

観察記録

開始陵５時間目に全部へい死した。

IＯＯＯＯＰＰｍ 開始４８時間後まで異状なく試験終了した。

５．０００ＰＰｍ 開始４８時間磯まで変化なく経過した。

対照

５０．０００ １０．０００ 5．０００ 対照

ＰＨ

範囲

平均

５６.～６．１

5.9

６５.～６．９

6.6

6.4～Ｚ０

6.7

Ｚ２～Z５

ス２

水温

℃

範囲

平均

１５．８～２０.｛

１８．５

１５．７～２

１８．７

14.9～２０８

【８．８

ＤＯ

ＰＰｍ

範≦圏

平均

測定不能 4．８４

５．７１～6．４５

6.4
￣

･

５．１５～ス９１

8．８６

８４４～２３７



8℃芹|鋼Ｐ 〕ＯｌＣＣ

ｏｂｎｌｂｂｎｌ２墨ﾛ

「１

１」

６４１１．ＵＵA－９ＩＯｄｑ］ＯＵ

］０１ス９１１１Ｅ

４８８１１ＵＵ

一ｺ(:鰯(5)考察

上記の結果か

らそれぞれの生

残率を半対数グ

ラブ上にとり､

２４時間ＴＬｍ

４８時間ＴＬｍ

を推定すると図

８及び次表の如

くなる。

デストマイシン

。

0０１－－生
残
率
妬

9０

８０

7０

6０

４１Ｊ毒I背1ｍＴ１ｍ

5０

4０

ｊＵＰＰＴｒ
３０

さ局に４３i寿問

ＴＬｍ×０．１より

嫌忌量を求める

と，嫌忌量＝

Ｚ２５０ＰＰｍと

2０

1０

５，００10000 50000
なる。 図８－＞濃度ＰＰｍ

(4)要約

アコイに対してデストマイシン水和剤による生物試験を行次っだ。

イ２４時間Ｔｎｍ，４８８寺i:ｉ１ＴＬｍを直線的補|劃法により推定し，さらに嫌忌量，生物学

的安全濃度を求めたところ，次の数値を得た。

４８痔間ＴＩＩ４８ 単位ｒｒｍ

L］、

肝
ｌ
」

－５０－

２２．５００ＰＰｍ

４８時間ＴＬｍ

２２．５００Ｐｒｍ

三l三菱Ｉ

濃度

ｐｐｍ

試験開始時

水ｉｌ息１
℃

ＰＨ
ＤＯ

ｐｐｍ

００．，

ｐｐｍ

２４時間目

７id傷１
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0

1００

１００

１００

２４時間Ｔ五ｍ

２４時間Ｔｎｍ ４８時間Ｔｐｍ 生物学的安全濃度

２２．５００ ２２．５００ 6．７５０



第４動物用駆虫剤による生物試験

牛，めん羊,山羊の寄生虫病のうち最も有害な肝蛭病は日本では１０～５０％の寄生率を

示しておりその被害は甚大で温るが，その治療剤として古くから四塩化炭素，四塩化エチレ

ン等が用いられていたが，今回科研化学でサリチルアニリド誘導体が開発きれたので，その

提供を受けて水産生物に対する毒性を調べるため生物試験を実施した。

１．ミンテスＢによるコイの致死濃度拭`験

(1)試験材料及び試験方法

ア供試剤ミンテスＢ成分５．５－デプロムサリチルアニリド１５系

５．４．５．－トリプロムサリチルアニリト゛８５％

イ供試魚コイＣｙＰｒｉｎｕｓｃａｒｐｉｏ当才魚平均体重４．６,

都内養魚場より今秋ふ化養殖した当才魚をコンクリート飼育池の生費内で投

ｉｉｉＨｉＬながら２週闇馴化した炭、その中から元気なものを選び２日程餌止めし

て使用した。

ウ試験万法縦５０範，砿４５ｃｍ濃さ５０繩のステンレス枠ガラス水槽を弔い２ｑＺ

の試験zkに対し，それぞれコイを１０尾ずつ収容した。あらかじめ予備試験を行なって，

大体の致死濃度範囲を求め．次に対数系列の獲度を選んで本試験を行なった。

試練中は通気と温度調節を行茄っだ。また対照区として稀釈水のみの試験区をもうけた。

二試験期間④第１回昭和４１年１１月」０日～１１国⑪第２回１１月２旧～

２２日⑤第５回１２月６日～８日

(2)試験経過及び結果

④第１回試験

ア試験経過

＄

■

､

勺

忠辛

４０_ｐや っＺＨ洋闘４Ｕ

□

４日弓ＥＩｆｎＡ［」

Ｆ
Ｉ
Ｉ
－
－
」

－５１－



■■■■

￣

４時間６０分主での'百10こ’耳

ｺﾏｆ１日』n瓦？に１１－『屑

４時i飼儘には全割日日二間５０

ィ試験結果

鏡開始鴫 ｡TＴｂ１日１１コ

饗度ＰＰｎＤ

上記の結果より２４日手間ＴＬｍを推這することは不可能である。

⑤第２回試験試験期間昭和４１年１１/１２１日～２２日

FHH告集こう倍

蜜店

－５２－

｜」
尾へい死し，４時間５０分までりり間に１尾へい死し，生残魚は８尾となった。

5時間後更に１尾へい死し，６時間陵５尾へい死して生残魚は４尾となった。

８時間５０分１尾へい死し，２４時間後には全部へい死した。

ア試験結過

有効成分

濃度ＰＰｍ

試験開始時

２ｋ温
℃

ＰＨ ＤＯ

ＰＰｍ

２４時間目

ｚｋ温
℃

ＰＨ ＤＯ

ＰＰｍ

生残率
妬

０
５
５
２
照

４
５
Ｚ
４

対
２
１

２
２
５
２
２

●
Ｃ
Ｄ
●
●

８
８
８
８
８

１
１
１
１
１

９
９
９
９
９

●
●
ロ
■
●

６
６
６
６
６

－
４

４２

７
５
５
８
８
．

●
●
●
●
●

８
８
８
８
８

１
１
１
１
１

９
９
９
９
９

●
●
●
●
●

６
６
６
６
６

２
１
４
７
７

０
１
８
７
９

２
２
８
８
８

０
０
０
０
０

０１

4.2ＰＰｍ

開始５時|首1半農まで変化なく経過したが，４時間５０分後に１尾へい死し

6時間陵に２尾へい死し生残魚は７尾となった。７時間隣までIころ尾へい死

し８時間３０分磯に更に１尾へい死して生残魚は５尾となった。

２４時間目までに全部へい死した。

対照 話齢終ア時歪で異常なかった、

濃度 観察記録

4.2ＰＰｍ 開始磯７時間５０分までに１尾へい死し，８時|罰目までに更に１尾へい死

し生残魚は８尾とな(） ０ ２４時間磯まで全部へい死した。

２．４ＰＰｍ 開始鱗７時間５０分までに１尾へい死し，８時間磯１尾へい死した。２４時

間俵全部へい死したが，そのうち５尾は表層に浮上し４尾はzK底に儀転して

いた 。

１．５５ＰＰｍ 開始後８時(筒jまで変化なく経過したが，２４時間の問に８尾へい死し生残魚

は２尾であった。へい死魚のうち６尾は底に横転し，２尾は表層に浮上して

いた。生残魚のうち１尾は目がや△白独していた。

０．７５ＰＰｍ 謂始磯８時間目まで変化なく泳いでいた?):，２４時間陵までに９尾へい死

して生残魚は１尾となった。



」対照｜試験終了時まで異常認められなかった。

イ試験結果
８鴎治氏 痔rt51E

効lEftr品

６．９１１［ 」

し

６－９ [］

6．９１１０．８５１２０

Pｂ

ソ１１１名８１１［

LＬ８５１１０Ｃ

試験結果から２４時間ＴＬｍを推定する事は不可能であるので同条件で第５回目の試験

を行なった｡

、第５回試験昭和４１年１２月６日～８日

ア試鹸経過

可

].ｉ５ｂｒＰｎ

~

４時間目旨

損｜やＬ不尽 息魚&土８尾であった。４８

イ

Blk辛閣日 ８廿寺間目。１１コ

－５５－

｛◆

試験結果

濃度 観察記録

０．７５ＰＰｍ 開始８時間陵まで変化なかったが，２４時間目までに４尾へい死しており

生残６尾となったが 、 ４８時間陵も生残魚は６尾で温った。

０．４２ＰＰｍ 開始８１博聞陵まで変化なかったが，２４時間鱗２尾へい死し，その鰻４８

時間陵も変化なく生残魚β尾で３月っだ。

０．２４ＰＰｍ 開始陵８時間目まで変化なく経過した。２４時間後までに２尾へい死して
●

生浅魚は８尾となった。それ以巌４８時間目まで変化なく試験終了した。

０．１５５rＰｍ 開始４８時間暖まで異常なく試験を終了した。

対照

開始陵２４時間目まで変化なく経過したがその陵水質が悪化し溶存酸素が

やＬ不足していたせいか，４８時間陵２尾へい死し生残魚&土８尾であった。

有効成分

濃度ＰＰｍ

試験開始時

水温

℃

ＰＨ ＤＯ

ＰＰｍ

８時間目

水温

℃

ＰＨ

０１

ＤＯ

･ＰｉＰｍ

生残率

妬

２４時間目

水温

℃

ｒＨ ＤＯ

ＰＰｍ

生残

率妬

５
５

照

４
５
７

２
ｔ
ｏ
対

０
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７
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９

つ
●
●
●
●

５
４
４
４
４

１
１
１
１
１

０
０
０
０
１

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

５
９
７
４
１

５
６
２
５
５

■
●
●
●
●

０
０
０
０
０

１
１
１
１
１

２
０
９
０
１

●
●
、
●
●

５
５
４
５
５

１
１
１
１
１

０
０
０
０
０

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

２８６

1０．５２

１０．５７

１０．５６

２６９

０
０
０
０
０

８
８
０
０
０

１
１
１

２
２
２
２
２

●
◇
●
●
●
●

５
零
３
５
５
５

１
１
１
１
１

｝

９
９
９
９
－

●
●
●
●

６
６
６
６
Ｚ

５
２
５
８
５

７
４
８
５
８

■
●
Ｌ
●
●

０
１
０
１
０

１
１
１
１
１

０
０
０
０
０

２
１
０
１

有効成
､分濃度
ＰＰｍ

開始時

水温
鶚℃

ＰＨ Ｄ

Ｐ

Ｏ

Ｐｍ

８時間目

水温
℃

ＰＨ ＤＯ

Ｐｒｍ

生残
率妬

２４時間目

水温
℃

ＰＨ ＤＯ

ＰＰｍ

生残
率筋

４８時間目

水温
℃

ＰＨ ＤＯ

Ｐｒ、

生残
率拓

075

042

025

0Ｊ５５

対照

８０２
唄
佃
旧
・
坊

２
２
２
２

９
９
９
９
９

６
６
６
６
６

749

Z95

7B9

Z96

8D5

１，８

20.1

206

210

200

０
０
１
１
Ｉ

Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ
Ｚ

Z89

846

857

8.16

868

1００

１００

１００

１００

１００

205

207

21.5

25,

２１８

■
》

刑
而
乃
刑
正

Ｚ49

8.ｉ０

Ｚ８７

Ｚ４９

万４

６０

８０

８０

lＯＯ

ｌＯＯ

２０６

２０８

２１５

２２６

２１６

川
刀
別
吃
正

El65

870

865

802

8０２

6０

８０

８０

１００

8０



(5)考察

５回にわたる試験の結果をみると，完全に溶解されない粉剤での試験として，精度を高め

る事がさして実際的な重要性をもたないものと考えられるので有効成分濃度０．７５ＰＰｍで

の生残率の平均値をとると試験結果は次の通りとなる。

０．４２０．２４奇効成分縄暦ＰＰＩｒ

上記の結果か

らそれぞれの

生残率を半対

数グラフ上に

とり，２４時

間Ｔｎｍを図

解的に推定す

ると図９及び

次表の如くな

る。

ｅ－－－－－Ｏ２４時間
ミンテスＢ

生 ・・・・・・⑤．.・・・・・・・・…・・－．．．．．．．．.‐・・・－．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・・・．.－‐・…．.・・・・・・・・…・…
0０

残
率
妬

9０

－－゜8０

7０

6０

411寺間ｉＴＴ１ＴＴ１

5０

ｏｌＰＰｍ

なお４８時間

ＴＬｍについ

て対照試験区

に２０妬の死

亡魚があるの

で試験繪果は

信頼し得ない

ものと推察し

図９
て棄却する。

(4)要約

アコイに対するミ

4０

3０

2０

１０

0１０１３５０２４０鑓０J7５１３５２４４２

－＞濃度ＰＰｍ

,ロ’■ｏ０．４月

コイに対するミンテスＢの致死慢度試験を行なった。

供試剤は完全にzkに溶解しないため一部分の粉剤はzk槽の表層に浮上してお(九イ これを

－５４－

有効成分濃度ＰＰｍ 4.2 2.4 1．５５ ０．７５ 0．４２ 0．２４ 0．１５５ 対照

生残率妬 ０ ０ ２０ ５５ ８０ ８０ 1００ １００

２４時間ＴＬｍ

0.6ＩＰＰ、



吸入した魚には致死的な影響を与える様である。

ウ２４時間Ｔエｊｍを図解的に推宅Ｌ次の結果を得た。

'’

]､６１ＰＰｍ

０ｙ
ｄ

１

§
Ｂ
込

む
『
Ⅵ

円

－５５－

２４時間ｒＬｍ

0.6ｌＰＰｍ
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